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（２）台湾との交流強化

沖縄はアジア・太平洋地域に隣接する地理的特性より、琉球王朝時代から、中国や東南アジア諸国
との交易の中心として発展してきた。近隣諸国との交流により育まれてきた歴史や文化は両国間の
共有の財産である。その中でも特に、与那国島より約 100 ㎞に位置する隣国台湾とは関係が深く、
貿易や人的交流が盛んである。

今後、沖縄経済が発展していくためには「危機に倒れない、より強靭な観光産業の確立」を目指す
必要がある。そこで、島嶼性という沖縄と同じ地理的環境下において、新型コロナウイルスの感染
拡大を防いだ台湾の政策は学ぶべき点が多くある。

人の移動が規制された状況においても、同一レベルの高度な感染症対策により、安心して沖縄と台
湾間を往来できる環境（トラベルバブル）を整備し、沖縄と台湾間で経済を回していく仕組みづく
りが重要になる。

また台湾は、半導体や電子機器等の分野で多くのグローバル企業を輩出しており、同じ島嶼性を持
つ地域として、ものづくり産業（製造業）の創出ならびに成長戦略には学ぶべき点が多くある。「ア
ジアに最も近い日本（Made in JAPAN）」としての沖縄の有利性と、台湾側企業が持つものづくり
の技術力を活かし、相互に連携を図りながら、沖縄の現地法人設立や工場誘致など、経済面での結
び付きをより強固にしていく必要がある。海外企業の誘致にあたっては、国家戦略特区を活用した
入国ビザの緩和や税制優遇などを要望する。

（３）民間主導型の世界会議の開催（万国津梁 FOIP）

日本の外交政策である「自由で開かれたインド太平洋（FOIP：Free and Open Indo-Pacific）」
の構想では、国際社会の安定と繁栄の鍵を握るのは「成長著しいアジア」と「潜在力溢れるアフリカ」
の２つの大陸であり、さらに自由で開かれた「太平洋」と「インド洋」の２つの大洋を連結させることで、
地域全体の安定と繁栄を促進するものである。世界の架け橋となるべく「万国津梁の島・沖縄」を
目指す。

自由で開かれたインド太平洋の実現のためには「法の支配、航行の自由、自由貿易の普及・定着」「経
済的繁栄の追求」「平和と安定の確保」が重要であり、また、東南アジア諸国連合（ASEAN）と
の協力が必要不可欠となる。そこで、沖縄の地理的優位性を活かし、アジア・太平洋地域の政治・
経済等の交流促進を目的とした民間主導型の世界会議（世界経済フォーラムのアジア・太平洋版）
の沖縄開催を要望する。
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